
 

哺乳類、鳥類、両生類、昆虫類、甲殻類、貝類、その他の動物、植物、キノコ類

の報告がありました。主なものは以下のとおりです。（外…外来生物、特外…特

定外来生物 sp.…～のなかま） 

 

【哺乳類】１種 

ニホンジカ 

 

【鳥類】１種 

アオサギ 

 

【両性類】２種 

アマガエル、トノサマガエル 

 

【昆虫類】21種 

キタキチョウ、キタテハ、ウラギンシジミ、チャバネセセリ、イチモンジセセリ、

ホシヒメホウジャク、リンゴドクガ、シンジュキノカワガ（外）、オオミノガ、

アキアカネ、クビキリギス、コカマキリ、カマキリ、ハラビロカマキリ（卵）、

など 

 

【甲殻類】１種 

サワガニ 

 

【その他の動物】２種 

ナガコガネグモ、ハエトリグモ sp. 

 

【植物類】５種 

タヌキマメ、ソメイヨシノ、ユズリハ、ウラジロ、シダ sp. 

 

【キノコ類（菌類）】７種 

オニフスベ、カワラタケ sp.など 

 

＜コメント＞ 

今回で第４回目の報告となります。秋から冬にかけて、生き物が少しずつ減っ

ていく（あくまでイメージです）季節のレポートですので投稿数も前回よりもだ

いぶ減少し、合計４４件（前回比２８８件減）の投稿をいただき、４０種（前回

比１６３種減）の生き物種でした。ありがとうございました。 
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 今年の秋は、非常に高温が続きました。環境省のホームページでは、2024 年

９月から 11月にかけての報告で「全国 153の気象台等のうち 120地点で、秋の

平均気温が歴代 1 位の高温となった（4 地点のタイ記録を含む）。また、地球温

暖化等の長期的な気候変動の監視に用いる 15地点の観測値による日本の秋の平

均気温（＊）の基準値からの偏差は+1.97℃で、これまでに最も高かった 2023年

の+1.39℃を 0.58℃上回り、統計を開始した 1898 年以降の秋として 1 位の高温

となった。」とあり、２℃近くも高かったことがわかります。近年は夏が猛暑で

長引いてしまい、秋が短くなったと言われますが、データからもうかがえる結果

となっています。 

 このような状況の中、生き物の活動はどうだったのでしょうか？ 

 お寄せいただいた情報からは、それでも秋を感じ取ることができます。特に昆

虫にとっては、秋は初夏と並んで発生のピークとなります。やはり寒すぎたり暑

すぎたりすると、どうしても活動がむずかしくなることがよくわかります。秋の

代表的な昆虫は、バッタ、カマキリ、チョウがあげられます。これらのほとんど

は、秋に卵を産んで冬を卵で過ごし、春に孵化するものが多いです。暑い秋でし

たが、朝来市の生き物からは、秋を感じることができ、少しホッとします。 

さて、トピックスとしては、前回のレポートでふれました、シンジュキノカワ

ガという珍しい蛾（ガ：中国原産の外来種）が今回も継続して確認されています。

兵庫県全域で報告が急増していますし、朝来市には多くのシンジュ（幼虫のエサ

となる木）が生えているため、定着したのかもしれません。さらに継続的な調査

が必要です。 

また、タヌキマメという植物の報告がありましたが、これは但馬でも非常に稀

で、今後は保護の対象としても考えていく必要がある植物です。（場所は秘密と

させていただきます）もともとは草原環境にはえる植物とのことですので、草原

がまだ各地にたくさんあった１９６０年代には、このタヌキマメもたくさん生

えていたのかもしれませんね。 

 さて、次回は、１月～３月の冬と早春のレポートになります。朝来市内にはど

んな生き物が住んでいるのか、まだまだ分からないことがたくさんあります。冬

は、多くの生き物が息をひそめてじっと耐える季節ですが、いろんなところにか

くれています。「かくれんぼ」の感覚で、いろいろ探してみてください。また、

３月は早春の生き物が、春を待ちきれずに飛び出してきます。春にしか見ること

のできない生き物たちのことを「スプリングエフェメラル」といいます。心踊る

季節を楽しんで、様々な春を見つけてください。 

多くの方からのご報告をお待ちしております。 

 

 

 

（お願い）お寄せいただいた情報の中には、朝来市外や人工品種（植物）が含まれています。 

この投稿は、みなさまに生物に興味を持っていただくことを目的としていますが、朝来市内の野生動植物の生息調

査として実施しておりますので、ご理解ご協力のほどよろしくお願いいたします。 



【生物写真の紹介】 

 

 

 

 

 

 

 

 

ナガコガネグモ（法道寺）投稿：雜賀忠文さん  ホシヒメホウジャク（楽音寺）投稿：― 

 

 

 

 

 

 

 

 

アオサギ（粟鹿）投稿：津倉康秀さん     カマキリ（弥生が丘）投稿：－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

タヌキマメ（－）投稿：菅村定昌さん     ソメイヨシノ（楽音寺） 投稿：太田康彦さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

トノサマガエル（法道寺）投稿：雜賀忠文さん   キノコ sp.（法道寺）投稿：雜賀忠文さん 



 

 

 

 

 

 

 

 

ニホンジカ（宮田） 投稿：津倉康秀さん   ガ sp.（東谷） 投稿：片岡安佐子さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

モンシロチョウ（法道寺）投稿：雜賀忠文さん サワガニ（法道寺）投稿：雜賀忠文さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

シンジュキノカワガ（立脇）投稿：Mr BEEN さん シンジュキノカワガ（東谷）投稿：波多野哲哉さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユズリハ（法道寺）投稿：雜賀忠文さん     ウラジロ（法道寺）投稿：雜賀忠文さん 


